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２０２２（令和４）年 1１月号（通算３５２号） 

 
 

 

 

 

東三番街自治会が「さいたま市自治会回覧板モデル事業」に選定された事は先月号 

の自治会だよりでお知らせしている通りです。 

去る１０月４日と９日に自治会役員、防災ボランティアおよびホームページ委員会 

のメンバーに向け、アプリ（結ネット）を導入し試験運用を始めています。 

まだまだ試行錯誤の状態ですが自治会役員会の出欠確認、回覧版・配布物、地域の 

安全・犯罪情報、近隣の旬な情報などを発信して機能の検証を行っています。また、 

さいたま市からの情報発信も始まっております。 

今後は自治会員の皆様にも導入をして頂き、迅速な情報発信を行い、東三番街にとっ 

て使いやすいシステムの構築を進めていく所存です。 

まず、１１月初旬に導入のご案内をさせて頂き、ご自身でアプリのインストールを行 

って頂きたいと思います。 

また、１２月４日には防災訓練が予定されています。防災訓練時の安否確認に本シス 

テムを使うことも検討していますのでより多くの皆さんの参加をお願いいたします。 

ご自身でのインストールに不安のある方には別途説明会、インストールのお手伝い会を 

実施し、より多くの自治会員の皆さんの導入を進めていきます。 

 

＜東３番街電子回覧板システム（結ネット）画面イメージ＞ 

     

        メニュー画面                  回覧板一覧画面              市からの情報画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子回覧板システム(結ネット)の試験運用が始まりました 
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ここ数年は新型コロナ感染防止対策により、参加者を限定した訓練でしたが、今年度 

は、実施時期を 3 月から 12 月に早め、コロナ禍以前の避難訓練を再開します。 

地震発生時、各住戸の居住者は自分や家族の安全を確保した後、自らの安否を 1 階の 

棟幹事・班長に報告し、『わが家は大丈夫です』カードを玄関ドアに掲示してください。 

 

今回の防災訓練は、地震発生後に求められる様々な防災行動のうち、初期活動として

特に重要な『居住者の避難・安否確認訓練』と『通報訓練・消火訓練』を行います。 

防災訓練の概要は以下の通りです。ご参加・ご協力よろしくお願いいたします。 

日時：１２月４日（日）９：００〜１１：００   

9：00〜 避難・安否確認訓練 (全世帯参加) 

10：00〜 通報訓練・消火訓練 (希望者参加) 

（見沼消防署春野出張所にご指導いただきます。） 

 

＊安否確認で玄関ドア外側に掲示する『わが家は大丈夫です』カードを 

お持ちでない方は、管理事務所に申し出てください。 

  

なお、詳細は改めてご案内します。 

 

 
 

 

埼玉県では防犯まちづくり推進条例が定める 

『減らそう犯罪の日』（10 月 11 日）に、県内 

全域で一斉パトロールを展開することにより、 

防犯活動を広くアピールしています。 

見沼区役所からも自治会に「防犯活動の実施 

について（お願い）」が届きましたので、東三 

番街自治会はこどもたちが下校する時間帯の 

15 時と夜間少し早めの 20 時に、役員による 

総勢 10 名で防犯パトロールを行いました。 

                         

日頃からちょっとした心がけで、犯罪を減ら 

すことにつながります。 

まずは、声かけをしましょう。 

「おはようございます」「こんばんは」と 

いったあいさつから。 

犯罪者は、地域住民に声をかけられることを 

嫌うようです。地域のみなさんが声をかけ合う 

ことにより、地域の連帯感を一層向上させま 

しょう。 

 

 

令和 4 年度 東三番街防災訓練実施のお知らせ 
 

防災訓練の実施について 

 
 
 

「減らそう犯罪の日」 一斉パトロールを実施 
 
 

防災訓練の実施について 
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①環境省主催事業(全国水生生物調査) 

川にすむ生き物を採集し、その種類を調べることで、水質（水のよごれの程度） 
を判定する調査です。全国約８万人が参加しています。カワニナ類、タニシ類、 
アメリカザリガニも指標生物になっています。 

コロナの影響で３年振りの開催でしたが、最近の深作川の浚渫（しゅんせつ：河川など 

で広い範囲にわたり水底を掘ること）の影響で指標生物は全く見つかりませんでした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

②環境専門委員会の調査(毎年、深作遊水地内で実施) 
公園部を含む深作遊水地に餌付きの捕獲籠を仕掛け、一定時間後に掛かった水生生物 

(エビ類、魚類)の種類、匹数を調べ深作遊水地の環境変化を見ています。但しこの籠は、 
ブラックバスの成魚等の大型の魚を捕獲出来る大きさではありません。 

 
19 年、20 年で大きく減った匹数が、21 年(昨年)は著しく改善していました。今年 

の集計は終わっていませんが、概略、維持している様です。 
特筆すべきは、５年振り(17 年以来)に特定外来生物のブルーギルの幼魚が１匹、捕獲 

されたことです。存在が確認されているブラックバスだけでなく、ブルーギルの繁殖も 
再度、確認されました。 
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーギル 

スジエビ 

調査場所（赤丸部） 

 

捕獲カゴ 
 

9 月３０に水生生物調査を行いました 〜環境専門委員会〜 
①環境省主催事業に参加(毎年、春の図書館横の深作川で実施) 

②環専独自の調査(毎年、深作遊水地内で実施) 
 
 
 
 

モツゴ 
 

   

   

   

   

   

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

                        

                 

      

ＡからＦは調査地点 
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去る、１０月２日（日）天気晴朗で風弱しの絶好の日和の中、春岡地区の大運動会が 

3 年ぶりに開催されました。 

参加自治会は、コロナ禍の中、我が自治会も不参加だったように、７自治会（20 自治

会中）に留まりました。実施も、少数種目に制限し午前中のみの開催でした。小学生の

バトンリレー種目では、ビニール手袋を着用す

るなど、十二分なコロナ対策を行っていまし

た。また種目も、中高年向けの新種目もあり、

今後の少子高齢化社会に適用するような、３年

のブランクの中での熟考の成果を思わせるもの

でした。                                         

早朝７時より、土屋会長、原副会長、体育 

部長の長沼の３名が、各係員として、お手伝い 

をしてまいりました。  

来年こそは、コロナ禍での運動不足を解消   

するような形で、参加が可能になることを祈念 

しております。          （体育 長沼）  
                  。 

    

 

会長の役割は、自治会運営・統括、並びに近隣自治会との会合・行事への参加など、 

副会長の役割は、主に会長の補佐と自治会運営の連絡・調整となっています。 

 

〜 会長、副会長の１０月の活動を追ってみました 〜 

１０月２日（日）春岡地区大運動会の支援。東三番街はコロナ感染を避けて不参加 

ながら、会長、副会長、体育担当が参加 

１０月４日（火）電子回覧板モデル事業の市からの利用説明会に会長、副会長ほか 

役員、管理組合理事が参加。会長は、即日で回覧板の試験運用を開始 

１０月８日（土）会長は、定例の環境専門委員会に出席 

１０月１１日（火）埼玉県とさいたま市の呼びかけによる「減らそう犯罪の日」防犯 

パトロールに、会長、副会長、役員が参加 

１０月１５日（土）会長は、監事、会計担当の上期監査に立ち会い。自治会定例役員会 

１０月２２日（土）会長は、定例防災委員会に出席 

１０月２３日（日）会長は、定例春岡地区自治会連合会の会長会議、および南区四谷一 

丁目町会、さいたま市職員と結ネットの意見交換会に出席 

副会長は、深作遊水地協議会に会長の代理で出席  ・・・つづく 

 

副会長は、９月から広報担当を兼任する傍ら、本年当初から推し進めている「自治 

会だより」広告ページのリニューアルと広告主のさらなる募集に事務局と共に奔走。 

また、自治会が様々な情報を発信する上で個人情報取扱の重視を進めている。 

このほか、会長、副会長ともに各担当との打ち合わせや連絡調整に日々奮闘。その 

様子はこの紙面には表ししきれないようです。 

こんな中、会長、副会長のいそいそと出掛ける姿をお見かけ、向かう先は畑です。 

この秋の収穫は何ですか？ 

来年こそはみんなで晴天のもとに！ 春岡地区大運動会 
 
 
 

会長・副会長の１ヶ月を追う 
 

＜バトンリレー＞感染対策でビニール手袋 

をしています 
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＜深作川の水源は？＞ 
 深作川は、全長 3.9km 。日本で一番長い川信濃川は３６７km、綾瀬川は４９km。

かなり大雑把に言うと信濃川の 100 分の１、綾瀬川の１０分の１ほどです。 

この川の水源はどこなのでしょう。 

深作川は、県道 322 号線の春岡橋の下、見沼代用水東縁（ひがしベリ）と立体で交差す

るところが始まりです。川と川が合

流せずに交差をしています。このよ

うな工法を伏越(ふせこし)と言い、こ

こでは上に春岡橋があり、その下を

見沼代用水が流れ、その下に深作川

の起点があるという構造です。               

 さて、深作川の起点に水源がある                                                      

のではなく、その先は芝浦工業大学   春岡橋           春岡橋の下を流れる  見沼代用水下を潜         

の脇を流れる「深作一号雨水幹線」            見沼代用水       り出る深作川起点 

（開渠＝かいきょ：蓋がされていない通水

路）に繋がり、さらにスーパーマー

ケットヤオコー横の暗渠（あんきょ：

地下に埋設したり蓋がされている通水路）

となっている「島川」に続きます。                      

 そうです。島川が深作川の源流 

であり、島町の雨水が水源です。        

利根川などの大河の源流と違い  深作 1 号雨水幹線           島川            島川の始まり辺りの 

あまりに身近にあると言えます。                                                   島町地蔵公園 

   ちなみに、春岡橋に始まる深作川は、 

管理の違いによって春岡橋から春野図書館脇の丸ヶ崎橋までがさいたま市の管理で準用 

河川の深作川、県の管理になる一級河川の深作川は丸ヶ崎橋より下流を言います。終点 

は大字宮ヶ谷塔、綾瀬川に合流する地点です。  

                                                    
                    

 

 

 

〜 コキアが色づき始めました 〜 

 

コキア（ほうき草）が今人気です。 

菜園のコキアも秋の日差しに映えて鮮や 

かです。季節が進めばさらに紅くなること 

でしょう。 
 

学名は「コキア スコーパリア」。 

「コキア」はドイツの植物学者「Koch 氏」の名前 

から、｢スコーパリア｣は“ほうき状の”という意味 

をもちます。                                                         

                                                                                         
2022.8.17 撮影    2022.10.21 撮影 

地域をもっと知ろう 
 

ファミリー菜園ホットニュース 
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2022年10月15日付けで、同年4月1日から9月30日までのアｰバンみらい東三番街

自治会上期監査を実施した結果、職務の執行に係わる収支明細と現金･預金残高が一致し

ていることを確認し、また自治会役員の職務の執行に指摘すべき事項は認められません

でした。                            （監事 比嘉） 
 

2022 度上期監 報告につ 
 

 

■ 春岡地区大運動会：10 月 2 日（日）開催 東三番街からは会長、副会長、体育担当 

役員のみが開催支援のため参加 

■ 電子回覧板モデル事業説明会：10 月 4 日（火）、9 日（日）自治会役員先行説明 

ほかに防災ボランティア、ホームページ委員参加               

■ 防犯パトロールの実施：10 月 11 日（火）15：00 と 20：00 の２回 

役員と防災ボランティアの総勢 10 名が参加 

■ 春野小学校開校３０周年記念式典開催：11 月 5 日（土） 会長出席 

■ 電子回覧板モデル事業の説明会の開催について：11 月初旬 

■ 定例役員会：11 月 19 日（土）10：00 

■ 春岡ふれあいフェスティバル：11 月 20 日（日） 春岡小学校にて開催 

■ 民生委員・児童委員の委嘱：12 月 1 日付けで現委員 3 名（東三番街在住）の委嘱 

が継続されます。 任期は 3 年です。 

■ 防災グッズ会員配布：「これを備えていますか？」いざという時に役立つ防災グッズ 

数点をご家庭に配布することを検討しています。 

■ 防災訓練：12 月 4 日（日）9：00〜、10：00〜（本紙 2 ページ参照） 

■ 餅つき大会：10 月 15 日の役員会にて、コロナ感染の収束が見込めず、この催し 

は大人数の参加と人が密となる作業を伴うため、止むを得ず中止を 

決定しました。 

 

 

 

 資源物回収対象品目は、新聞、雑誌、段ボール、紙類、牛乳パック、繊維、アルミ缶 

の７品目です。 

① 資源物回収日：11 月５日（土）、11 月１９日（土） 

集会所玄関前に当日の朝から午後 1 時までの間にお持ちください。 
（台車を牛乳パック入れの横にご用意しています。） 

   

     今月のポイント      

   光沢のある化粧品の箱は資源物にはなりません。 

燃えるゴミの日に出してください。 

                  

② 資源物回収状況 

10 月度        2,110 ㎏ （含むアルミ缶 30 ㎏） 

            前年比  92.１%  

   1～10 月度の累計  20,690 ㎏ （含むアルミ缶 320 ㎏） 

            前年比  92% 

11 月度資源物回収日と資源物回収状況 

 
 

連  絡  事  項 
 

２０２２年度上期監査報告について 
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春岡村の 1１月 
 

十日夜 とうかんや  （旧暦１０月１０日） 

「十日夜」は秋のとり入れも終わった旧暦１０月１０日の晩、収穫を感謝して行われ

る秋の行事です。おはぎを作ってお稲荷さまや藁束に供えます。子どもたちは、今年採

れたワラと縄で作った藁鉄砲を手に、農家の庭先をまわり、十日夜の唄を大声で唱えな

がら、藁鉄砲を地面に思いきり叩きつけます。家々ではおはぎを用意して子どもたちを

待っています。この日子どもたちは甘いおはぎをお腹いっぱい食べられます。日本版ハ

ロウィンですね。畑のもぐらやねずみは、叩きつける音で逃げ、大根畑で鳴らすと、大

根が抜け出ると言われました。また、叩きつけたワラで翌年キュウリの手立てを立てる

と、素直なキュウリができるとか。藁鉄砲を 

カキの木に架けると、翌年沢山実がなるとい 

われて、カキの木にぶら下げたなあと、丸ヶ 

崎新田の人（昭和２６年生まれ）が言ってい 

ました。 

藁鉄砲は、子どもたちが自分で作ります。 

叩きつけたときポーン、ポーンといい音が出 

るように、サトイモの茎を芯にワラで巻き、 

縄でらせん状にぐるぐる硬く巻いて筒状にし 

て取っ手をつけます。 

中国では旧暦の１０月は亥の月で、亥の

月、亥の日、亥の刻（２１時～２３時）に餅 

を食すと病気をしない、という考えが古くか 

らあり、それが日本に伝わったとも言われて 

います。さらに、古代中国の陰陽五行説で亥 

は「水」にあたるので、火に強いとされてい 

ました。そのため「亥の月、亥の日から火を 

使い始めると安全」と言われ、昔はこの日に 

こたつを出したり、囲炉裏に火を入れたりす 

る「こたつ開き」「炉開き」をしたそうで 

す。ちなみに今年の亥の日は１１月６日で 

す。 

                       

▶十日夜の唄 

「とーかんやの ぼーたもち なまでもいいから もーってこい」（深作） 

「とおかんやとおかんや とおかんやのぼたもち 生でもいいから 釜ごと背負って 

来い」（桜区道場） 

「とおかんやとおかんや とおかんやのもちは イノコのボタ餅 生でもいいから  

釜ごとしょってこい」（桜区大久保領家） 

（参考「思い出の春岡」「埼玉の民俗 年中行事」「農耕と伝承の歳時記」） 

                             

 東三番街 平山由喜 

子どもたちが作ったという 藁鉄砲 

春 岡 村 の 伝 説 
Dennsetu 

 



 

 
 


